
■2025年度上期（2025年4月～9月）の
状況について
2025年度上期を通じ、当社グループの鉱山・製錬所の

生産は概ね計画どおりに進捗しました。

材料事業では、当社グループの電池材料の需要は堅調

に推移したほか、電子部品向け部材では通信デバイス用

途の需要は概ね好調でした。

非鉄金属価格については、銅価格は海外鉱山でのトラ

ブルなどを起因とした銅精鉱の供給不足により上昇しま

した。ニッケル価格は、中国経済の減速に加え、インドネ

シア等の増産により供給過多の状況が継続しており、下落

基調で推移しました。金価格は、地政学的リスクや米国

の利下げなどを背景に上昇基調で推移しました。

このような中、2025年度上期の業績は、主に銅・金

価格の上昇により前年同期と比べて増益となりました。

ケブラダ・ブランカ銅鉱山（チリ）やコテ金鉱山（カナダ）

の稼働により、銅価格、金価格の上昇の恩恵を大きく享受

することができました。

また中間配当については、配当方針「年間の配当性向は

原則35％以上、下限指標はDOE（株主資本配当率）

2.5％」に基づき、下限となるDOEによる65円を中間配

当額といたしました。

■ 株主のみなさまへ
世界経済は引き続き先行きが見通しにくい状況が続い

ています。このような中でも、当社は長期ビジョンの実現

に向けて成長戦略を推進することにより、企業価値の最大

化に努めてまいります。株主のみなさまにおかれましては、

引き続き変わらぬご理解とご支援を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。

証券コード　5713

第101期 中間報告書
2025年4月1日̶2025年9月30日

株主のみなさまへ
株主のみなさまには、平素より格別のご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。
ここに、当社第101期中間連結会計期間（2025年4月1日から2025年9月30日まで）
のご報告を申し上げます。

代表取締役社長 松本 伸弘
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株式メモ

■事業年度
　毎年4月1日から翌年3月31日まで

■株主総会
　定時株主総会／毎年6月　 
　臨時株主総会／必要の都度

■資格基準日
　定時株主総会／3月31日　 
　期末配当／3月31日　 
　中間配当／9月30日

■株主名簿管理人および特別口座管理機関
　東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
　三井住友信託銀行株式会社

■株主名簿管理人事務取扱場所
　東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
［郵便物送付先］

［電話照会先］
［ウェブサイト］

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

0120-782-031
https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

展示ブースのイメージ

当社は、「農業WEEK」で太陽光をコントロールする素材テクノロジー
「SOLAMENT®」（ソラメント）を活用した農業向けのコンセプトモデル
「HOPE WEAR for Farm」を展示しました。また、農業ハウスや施設園芸向
けの遮熱ネット「SOLAMENT AgriCool Shade™」なども展示しています。
SOLAMENTは、当社が国内外で特許を取得している近赤外線吸収ナノ微
粒子を活用した素材テクノロジーで、可視光を透過しながら、温度上昇の原
因となる近赤外線を吸収するため、遮熱・発熱などの機能を持っています。 
当社は、気候変動や労働環境の変化など農業現場が直面する課題の解決に
向けて取り組んでいきます。

「農業WEEK」でSOLAMENTの
農業向けコンセプトモデルを初展示

TOPICS
 トピックス

「統合報告書2025」を発行
本報告書では、当社の価値創造の仕組みや戦略を紹介し、長期ビジョンの実現に向けた道筋を
解説しています。ウェブサイトにてぜひご覧ください。

https://www.smm.co.jp/ir/library/integrated_report/

SOLAMENT紹介ウェブサイト　    
      https://crossmining.smm.co.jp/solament/

当社は、トヨタ自動車株式会社とバッテリーEV（BEV）に搭載する全固体
電池の正極材量産に向けて共同開発契約を結びました。全固体電池は、正極・
負極・固体電解質を主な構成素材とし、現在主流の電解液を使用した液系電
池と比べて、小型化・高出力・長寿命のポテンシャルを持つ次世代の電池で
す。BEVに搭載した場合、航続距離の拡大や充電時間の短縮、高出力化など
の性能向上が見込まれ、トヨタ自動車では2027～2028年の実用化を目指し
ています。
当社はこれまで20年以上にわたり多くの電動車に正極材を提供してきた
知見を活かし、新開発した正極材の供給やその後の量産化を目指します。

トヨタ自動車と全固体電池用の正極材量産に向けて協業

2025年10月

2025年10月

全固体電池用正極材


